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運用報告書（全体版） 

グローバル・スマート・ 
イノベーション・オープン 

（年２回決算型）為替ヘッジあり 
 

愛称：ⅰシフト（ヘッジあり） 

 
 

第９期（決算日：2021年６月７日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「グローバル・スマート・イノベー

ション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり」

は、去る６月７日に第９期の決算を行いました。ここ

に謹んで運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 追加型投信／内外／株式 

信託期間 2025年12月５日まで（2017年３月３日設定） 

運用方針 
値上がり益の獲得および配当収益の確保をめ
ざして運用を行います。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド受益証券 

マ ザ ー 
ファンド 

日本を含む世界各国の株式等 

運用方法 

・情報技術およびその派生分野に関連する企
業のうち、革新的技術等によって今後の成
長が期待される企業の株式等に投資を行い
ます。 

・株式等の運用にあたっては、ティー・ロウ・
プライス・アソシエイツ・インクに運用指
図に関する権限を委託します。 

・原則として為替ヘッジを行い、為替変動リ
スクの低減をはかります。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

・株式への実質投資割合に制限
を設けません。 

・外貨建資産への実質投資割合
に制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

・株式への投資割合に制限を設
けません。 

・外貨建資産への投資割合に制
限を設けません。 

分配方針 

毎年６月５日および12月５日（休業日の場合
は翌営業日）に決算を行い、収益分配方針に
基づいて分配を行います。分配対象額は、経
費等控除後の配当等収益および売買益（評価
益を含みます。）等の全額とします。収益分配
金額は、基準価額水準、市況動向等を勘案し
て決定します。ただし、分配対象収益が少額
の場合には分配を行わないことがあります。
原則として、決算日の基準価額水準が当初元
本額10,000円（10,000口当たり）を超えている
場合には、当該超えている部分について、分
配対象額の範囲内で、全額分配を行います。
（資金動向や市況動向等により変更する場合
があります。） 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

261563 



1

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

ファンドマネージャーのコメント
　当期の運用に主眼をおいたポイントをご説明させてい
ただきます。

■運用のポイント
　当ファンドは、テクノロジー企業に幅広く投資してお
り、特に革新的技術を有する企業に注目しています。
　広範な投資機会の中から、厳しい環境や市場サイクル
を乗り切れると思われる企業を見極め、リスクとリター
ンのバランスに優れたポートフォリオの構築を目指して
います。そのため、保有銘柄や潜在的投資対象について、
競争優位性や成長見通し、経営陣の質、ビジョンの一貫
性、財務体質、持久力などを細かく分析します。こうし
た企業をバリュエーション（投資価値基準）が魅力的な
時に購入したいと考えています。変化のスピードが速く、
短期的な業績に注目しがちな市場の傾向などから生まれ
る価格の歪みも積極的に利用する方針です。

■運用環境見通しおよび今後の運用方針
　世界の多くの地域で経済活動が再開される中、今後
数ヵ月間に売上高や収益の大幅な増加が期待されるよう
な景気変動に敏感な銘柄が選好されています。また、テ
クノロジー関連企業のファンダメンタルズ（財務状況
等）や利益成長は引き続き良好で、多くの革新的な新興
成長企業も経済活動の再開に重要な役割を果たしていま
す。新型コロナウイルス感染症が拡大し始めて１年が過
ぎ、短期的に高い成長を実現してきたテクノロジー関連
企業が引き続き高い業績成長を維持することは難しくな
ると見ているものの、中長期的にはｅコマースやデジタ
ル決済、ＡＩ（Artificial Intelligence｜人工知能）など
の多くの新しい技術の貢献により、人々や企業が直面し
ている問題が解決されるトレンドは継続するものと考え
ています。
　現在は、過去１年間に成長を遂げたテクノロジー関連
企業に再注目する良いタイミングだと考えています。力
強い成長を遂げている企業、様々な市場分野への業域拡
大に成功している企業の多くで、株価は以前よりも割安
な水準となっています。短期的には、従業員のオフィス
回帰が進む中で企業のＩＴ関連予算の配分がどうなるの
か、消費者の収入と支出の増加に伴い、デリバリー・
サービス分野でどのようなビジネスモデルが進化し、市
場シェアを獲得するのか等に注目しております。
　長期的な視点では、新型コロナウイルス感染症の拡大
をきっかけとした環境変化がいくつか起こりました。た
とえば、ｅコマースの成長です。感染リスクが落ち着き、
外出や移動の規制が解除されても、新型コロナウイルス

感染症拡大で加速した多くの行動が継続されると考えて
います。オンラインでの買い物や交流などといった消費
者からのニーズを事業に活用できる企業は今後も力強い
成長を遂げると考えています。
　また、新型コロナウイルス感染症拡大はクラウド関連
ビジネスの急成長のきっかけとなりました。クラウドに
よる変革はまだ初期の段階にあり、今後も多くの投資機
会をもたらす可能性があると考えています。さらに、新
型コロナウイルス感染症拡大で投資価値が見出された、
あるいは見直されたクオリティの高い一部のソフトウェ
ア企業が提供するサービスは、経済の正常化によっても
陳腐化することなく利用され続ける可能性があり、そう
した成長軌道や大きな投資機会を市場が十分に織り込ん
だとは思えません。こうした様々なトレンドを注意深く
追い続け、先進国、新興国の双方で、テクノロジーの急
速な進歩を先導する企業や、イノベーションの恩恵を受
ける企業の見極めに注力したいと考えています。
　このような環境下、ソフトウェア関連企業、インター
ネット関連企業、半導体関連企業に注目しています。ソ
フトウェア関連企業は当ファンドでも多く保有しており、
クラウドへの移行は長期的な成長余地があるうえ、これ
までのオンプレミス・インフラ（ユーザーが自社内に設
けたサーバー）から、リモートで簡単にアクセスやメン
テナンスが可能で拡張性のあるサービスへの移行が加速
していくと考えています。インターネット関連銘柄では、
競争上の優位性が高く、長期的な成長が見込まれる「プ
ラットフォームを提供する企業」に焦点を当てています。
半導体関連銘柄では、データセンター、人工知能、自動
車などの産業用最終市場における先端チップ需要の増加
という長期安定的なトレンドは、今後も続くと考えてい
ます。

ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・インク
ヴァイス・プレジデント - ポートフォリオ・マネジャー
アラン・チュウ, CFA

上記は、ティー・ロウ・プライス・アソシエイツ・イン
クの資料を基に、三菱ＵＦＪ国際投信が作成したもので
す。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組入比率 
株   式 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(配当込み、 
現地通貨建て) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ ％ 百万円 

５期(2019年６月５日) 9,041 0 8.0 14,028.19 8.8 94.9 － － 1,490 

６期(2019年12月５日) 9,786 0 8.2 16,632.45 18.6 88.1 － － 1,404 

７期(2020年６月５日) 10,000 1,882 21.4 18,805.75 13.1 87.9 － － 1,247 

８期(2020年12月７日) 10,000 3,780 37.8 24,278.17 29.1 86.2 － － 2,913 

９期(2021年６月７日) 10,000 487 4.9 27,158.52 11.9 86.1 － － 7,022 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） MSCI ACWI Information Technology Index（配当込み、現地通貨建て）（出所：ＭＳＣＩ）。ここに掲載される全ての情報は、信頼の置

ける情報源から得たものでありますが、その確実性及び完結性をＭＳＣＩは何ら保証するものではありません。またその著作権は

ＭＳＣＩに帰属しており、その許諾なしにコピーを含め電子的、機械的な一切の手段その他あらゆる形態を用い、またはあらゆる情報

保存、検索システムを用いて出版物、資料、データ等の全部または一部を複製・頒布・使用等することは禁じられています。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
MSCI ACWI Information 
T e c h n o l o g y  I n d e x 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

 騰 落 率 
(配当込み、 
現地通貨建て) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ ％ 

2020年12月７日 10,000 － 24,278.17 － 86.2 － － 

12月末 10,214 2.1 25,236.36 3.9 94.1 － － 

2021年１月末 10,560 5.6 25,995.01 7.1 94.7 － － 

２月末 10,760 7.6 25,819.85 6.4 94.8 － － 

３月末 9,899 △1.0 25,704.43 5.9 95.3 － － 

４月末 10,918 9.2 27,573.81 13.6 95.5 － － 

５月末 10,592 5.9 26,903.31 10.8 95.0 － － 

(期  末)        

2021年６月７日 10,487 4.9 27,158.52 11.9 86.1 － － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しており

ます。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

運用経過
第９期：2020年12月８日～2021年６月７日

当期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

（百万円）

0

10,000

20,000

30,000

40,000

2020/12/７ 2021/２/４ 2021/４/５ 2021/６/４

分配金再投資基準価額：左目盛 参考指数：左目盛

基準価額：左目盛純資産総額：右目盛

第 ９ 期 首 10,000円
第 ９ 期 末 10,000円
既払分配金 487円
騰 落 率 4.9％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

基準価額は期首に比べ4.9％（分配金再投資ベース）の上昇とな
りました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

個別銘柄（SEA LTD-ADRやROBLOX CORP -CLASS Aなど）
の株価上昇などが、基準価額の上昇要因となりました。

上昇要因

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

第９期：2020年12月８日～2021年６月７日

投資環境について

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
グローバル・スマート・イノベーショ
ン・マザーファンド受益証券を主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行いました。実質組入外貨建資産に
ついては対円で為替ヘッジを行いました。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
日本を含む世界各国の株式等を主要投資
対象とし、情報技術およびその派生分野
に関連する企業のうち、革新的技術等に
よって今後の成長が期待される企業の株
式等に投資を行いました。
銘柄選定に当たっては、オンライン通販
などのインターネット関連ビジネスで支
配的な地位を占める企業をはじめ、様々

なモノが無線通信などにより連携するＩ
ｏＴ（Internet of Things）や、クラウ
ド・コンピューティング、自動運転など
のＡＩなど、革新的な技術に強みを持つ
企業に注目しました。
なお、株式等の運用にあたっては、
ティー・ロウ・プライス・アソシエイ
ツ・インクに運用指図に関する権限を委
託しています。
銘柄入替のポイントは、開発陣や技術力
などを評価したことなどから、ROBLOX 
CORP -CLASS Aを新規購入しました。中
国当局から科せられた多額の罰金や規制
遵守による事業運営の見直しなどを受け
て、ALIBABA  GROUP  HOLDING-SP 
ADRを全売却しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

株式市況
当期のテクノロジーセクターの株価は、
期を通してみると上昇しました。
米長期金利上昇への警戒感などから下落
する局面もあったものの、米連邦準備制
度理事会（ＦＲＢ）の金融緩和姿勢や新
型コロナウイルスワクチン接種の進展な
どが好感され上昇しました。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はMSCI  ACWI  Information  Technology 
Index（配当込み、現地通貨建て）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

0.0

5.0

10.0

15.0

2020/12/７ ～ 2021/６/７

ファンド 参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向等を勘案して、分配金を決定します。原則
として、決算日の基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000口当たり）を超えている場合
には、当該超えている部分について、分配対象額の範囲内で、全額分配を行います。（資金動向
や市況動向等により変更する場合があります。）この結果、次表の通りとさせていただきました。
収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産中に留保し、運用の基本方針
に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第９期
2020年12月８日～2021年６月７日

当期分配金（対基準価額比率） 487（4.644％）
当期の収益 218
当期の収益以外 268

翌期繰越分配対象額 0

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

グローバル・スマート・イノベー
ション・オープン（年２回決算型）
為替ヘッジあり
引き続き、グローバル・スマート・イノ
ベーション・マザーファンドを主要投資
対象とし、実質的な運用はマザーファン
ドで行います。実質組入外貨建資産につ
いては、原則として対円で為替ヘッジを
行い、為替変動リスクの低減をはかりま
す。

グローバル・スマート・イノベー
ション・マザーファンド
引き続き、日本を含む世界各国の株式等
を主要投資対象とし、情報技術およびそ
の派生分野に関連する企業のうち、革新
的技術等によって今後の成長が期待され
る企業の株式等に投資を行います。株式
などの運用にあたっては、ティー・ロ
ウ・プライス・アソシエイツ・インクに
運用指図に関する権限を委託します。
「スマート・イノベーション」に着目し、
情報技術の業種の範疇にとどまらず多様
な業種から、ファンダメンタルズ分析に
基づいた銘柄選定を行う方針です。

足元、インフレ懸念を背景にテクノロ
ジー関連銘柄は軟調な推移となっていま
す。しかしながら多くのテクノロジー関
連銘柄のファンダメンタルズは依然とし
て強固であり、足元の収益成長および収
益見通しは良好です。また、テクノロ
ジーが果たす役割が増す中、革新的技術
を生み出す企業やその恩恵を受ける企業
は今後も高成長を続けるとみています。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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2020年12月８日～2021年６月７日

１万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 104 0.987 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (61) (0.576) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (40) (0.384) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 2 0.024 (ｂ)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (2) (0.024)

(ｃ)有価証券取引税 2 0.017 (ｃ)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

( 株 式 ) (2) (0.017)

(ｄ)そ の 他 費 用 2 0.018 (ｄ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (2) (0.016) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 110 1.046

期中の平均基準価額は、10,529円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を
含む）は、追加・解約により受益権口数に変動が
あるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費
用は、このファンドが組み入れている親投資信託
が支払った金額のうち、当ファンドに対応するも
のを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除し
て100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未
満は四捨五入してあります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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（参考情報）
■総経費率
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じ
た数で除した総経費率（年率）は2.02％です。

総経費率
2.02％

運用管理費用（投信会社）
1.16％

運用管理費用（販売会社）
0.77％

運用管理費用（受託会社）
0.06％

その他費用
0.04％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。

グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり
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○売買及び取引の状況 (2020年12月８日～2021年６月７日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 1,483,474 4,504,900 448,235 1,440,400 

 
 
 

○株式売買比率 (2020年12月８日～2021年６月７日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 81,648,739千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 58,802,865千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.38   
 

（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2020年12月８日～2021年６月７日) 

 

＜グローバル・スマート・イノベーション・オープン（年２回決算型）為替ヘッジあり＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替先物取引 36,628 6,865 18.7 39,719 8,320 20.9 

 
 
 

＜グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 28,506 8,758 30.7 19,354 646 3.3 

平均保有割合 10.3%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2021年６月７日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 896,937 1,932,176 6,187,408 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2021年６月７日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド 6,187,408 82.8 

コール・ローン等、その他 1,283,532 17.2 

投資信託財産総額 7,470,940 100.0 
 

（注） グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（55,650,004千円）の投資信託財産総

額（56,425,617千円）に対する比率は98.6％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１アメリカドル＝109.57円 １ブラジルレアル＝21.6965円 １ユーロ＝133.32円 １香港ドル＝14.13円 

１ニュー台湾ドル＝3.9538円    

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2021年６月７日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 13,381,085,028   

 コール・ローン等 1,248,732,068   

 グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド(評価額) 6,187,408,242   

 未収入金 5,944,944,718   

(B) 負債 6,358,837,581   

 未払金 5,951,814,703   

 未払収益分配金 341,979,928   

 未払解約金 4,416,734   

 未払信託報酬 60,521,129   

 未払利息 920   

 その他未払費用 104,167   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,022,247,447   

 元本 7,022,175,121   

 次期繰越損益金 72,326   

(D) 受益権総口数 7,022,175,121口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 2,913,423,178円 

期中追加設定元本額 4,698,580,625円 

期中一部解約元本額 589,828,682円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0000円です。 

 

○損益の状況 (2020年12月８日～2021年６月７日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     10,573   

 受取利息 70   

 支払利息 △     10,643   

(B) 有価証券売買損益 214,276,853   

 売買益 656,602,100   

 売買損 △442,325,247   

(C) 信託報酬等 △ 60,631,236   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 153,635,044   

(E) 前期繰越損益金 33,998   

(F) 追加信託差損益金 188,383,212   

 (配当等相当額) (        5,996)  

 (売買損益相当額) (  188,377,216)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 342,052,254   

(H) 収益分配金 △341,979,928   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 72,326   

 追加信託差損益金 69,542   

 (売買損益相当額) (       69,542)  

 分配準備積立金 2,784   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

②分配金の計算過程 

項 目 
2020年12月８日～ 
2021年６月７日 

費用控除後の配当等収益額 4,514,472円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 149,120,572円 

収益調整金額 188,383,212円 

分配準備積立金額 33,998円 

当ファンドの分配対象収益額 342,052,254円 

１万口当たり収益分配対象額 487円 

１万口当たり分配金額 487円 

収益分配金金額 341,979,928円 

③「グローバル・スマート・イノベーション・マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要す

る費用として、信託財産に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の70以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中

から支弁しております。 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 487円 
 
◆分配金は決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、2021年６月７日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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